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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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（公社）埼玉県獣医師会主催
第３８回ソフトボール大会開催案内

� 　厚生委員会　委 員 長　山中　利之　
� 副委員長　米元　　仁　

　恒例の厚生委員会による第３８回ソフトボール大会を₉月２７日（日）午前₉時から｢埼玉県吉見総合運動公園」
（比企郡吉見町今泉141　TEL049３-54-4７01）において開催いたします。スポーツの秋の一日、いい汗をかい
てみませんか。会員の皆様のご参加をお待ちしております。なお、ご不明な点は、各支部厚生委員までお尋
ねください。（雨天の場合は、10月1２日（月・祝日）に順延となります。）

A面（第₂野球場） B面（第₃野球場） C面（第₄野球場） D面（第₁野球場） Ｅ面（第₇野球場）
　9:30～10:20 ①（東Ａ） ②（さいたま市） ③（南₁・南₂） ④（西Ａ） 賛助　Ⅰ
10:30～11:20 ⑤（①の負けチーム）⑥（②の負けチーム）⑦（③の負けチーム）⑧（④の負けチーム） 賛助　Ⅱ
11:30～12:20 ⑨（⑥の負けチーム）⑩（⑤の負けチーム）⑪（⑦の負けチーム）⑫（⑧の負けチーム）
12:20～13:30 昼　　食　・　休　　憩
13:30～14:20 ⑬（⑨の負けチーム）⑭（⑩の負けチーム）⑮（⑪の負けチーム）⑯（⑫の負けチーム）
14:30～15:30 ⑰（⑬の負けチーム） 賛助　Ⅲ ⑱（⑮の負けチーム）

第３８回埼玉県獣医師会ソフトボール大会対戦表

賛助会員トーナメント
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Ａ
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（注）　１　�事故防止のため、各自₉時までに十分なウォー
ミングアップをしてください。

　　　２　�雨天により中止の場合は、当日の朝、各支部厚
生委員から連絡があるのでその指示に従ってく
ださい。
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至東松山

●　車を利用
　⑴　関越道　東松山ＩＣから12㎞
　⑵　国道1７号　「箕田（南）」交差点から₄㎞
　⑶　�国道1７号　「天神₂丁目」交差点から（県道2７

号「下細谷」交差点を経由）10㎞
●　電車、バスを利用
　⑴　東武東上線の場合�
　　　�東松山駅から、バス「鴻巣免許センター（鴻巣

駅経由）行き」で「古名」バス停下車、徒歩約
₂㎞

　⑵　ＪＲ高崎線の場合
　　　�鴻巣駅から、バス「東松山駅行き」で「古名」

バス停下車、徒歩約₂㎞

～吉見総合運動公園までの交通～

～吉見総合運動公園内施設の案内図～
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※開会式が開始される₉時までに
　第₂野球場付近にお集まり下さい。
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平成２７年度　役員・委員会議
　平成2７年₇月24日（金）午後₁時15分から、さいたま市「さいたま商工会議所会館」において次の事項を審議

した。

₁　会長挨拶

　�　埼玉県獣医師会は公益社団法人に移行して₂年を経過したが、₆月11日には2７0名という多くの関係者

を招いて、第６７回の総会を盛大に開催することができ、お礼を申し上げる。

　�　これからも、会員の皆さんには一人でも多くの参加をいただき、関係者の方々と意見交換を行って交流

を活発にしていきたい。

　�　今年度は、その総会で役員と委員が改選となり、新たな体制で会務運営に当たることとなるので、本日

は、各委員長と委員に委嘱状を交付するとともに、この₁年間の事業運営方針を申し上げるので、その趣

旨を十分踏まえて、推進を図っていただきたい。本日をもって、平成2７年度の第一歩としていきたい。

₂　審議事項

　⑴　新体制について

　　�　髙橋会長から総会において承認された各委員長に委嘱状を交付（任期平成2７年₆月から平成29年₆月）

した。

　　�　なお、各委員の委嘱状については、部会長、委員長を通じて交付することとされ、会場では全委員が

紹介された。

　　�　また、理事に集合狂犬病予防注射実施班の班長の承認について会長から理事に諮られ、審議の結果、

全ての班長が承認された。

　⑵　本年度の事業運営方針について

　　�　髙橋会長から事業運営の重点事項として、会員の意識改革をさらに進めていくことと獣医師倫理の昂

揚と適正診療対策の推進が示されたほか、獣医師による犯罪の増加、勤務獣医師の処遇改善および獣医

系大学定員の問題等についての説明があった。また、事務局から土、日、祭日の役員・委員の緊急連絡

網の整備を進めていくことが説明され了承された。

　⑶　マイナンバー制について

　　�　顧問税理士の間嶋順一先生から、マイナンバー制について説明を受けた。説明内容は、今年の10月か

ら個人・法人番号が通知され、平成2８年₁月から順次利用が開始されることや、マイナンバーは、キャッ

シュカードのナンバー以上に重要なこと、件数に関係なくすべての事業者を規制する制度であること、

漏えい等に対しては厳しい罰則があること、利用は税関係と社会保障などに限られていること、セキュ

リティ対策などであった。

　⑷　各委員会の打ち合わせ

　　　委員会毎に分かれ、副委員長の選任および本年度の委員会の事業取り組み方針等が協議された。

　　　　※選任された各委員会の副委員長

　　　　　開業部会第₁運営委員会　副委員長　髙橋　一成（さいたま市支部）

　　　　　開業部会第₂運営委員会　副委員長　小川　幸彦（南第₁支部）

　　　　　勤務部会運営委員会　　　副委員長　吉永　光宏（衛生支部）

　　　　　総務委員会　　　　　　　副委員長　青山　利雄（東支部）

会 務 報 告
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　　　　　獣医事調査委員会　　　　副委員長　金子素奈穂（南第１支部）

　　　　　学術委員会　　　　　　　副委員長　佐久間昭仁（東支部）

　　　　　狂犬病予防委員会　　　　副委員長　長谷川繁雄（東支部）

　　　　　厚生委員会　　　　　　　副委員長　米元　　仁（西支部）

　　　　　情報検討委員会　　　　　副委員長　浅見　　徹（北支部）

　　特に、厚生委員会では、ソフトボール大会の開催について協議し、日程や役割分担等について決定した。

　�　また、学術委員会では学術講習会に係る会報用原稿の作成と獣医師生涯研修事業の研修実績の申告方法

について検討し、決定した。

　�　情報検討委員会ではホームページ（トピックス）を₂か月ごとに更新することや執筆は全委員で分担する

ことなどを決定した。

第₃回　理事会
　平成2７年₇月24日（金）午後₂時20分から、さいたま市「さいたま商工会議所会館」において次の事項を決議した。

　決議事項

　議案　役員退任慰労金等の支給に関する件

　　　　役員の任期満了に伴う役員退任慰労金並びに退職手当の支給について決定した。

髙橋会長から各委員長へ委嘱状を交付
（写真は山中利之委員長への交付、後方に起立しているのは厚生委員の先生方）

新体制の下での平成２７年度　役員・委員会議を開催（さいたま商工会議所会館特別会議室）
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第₁回　狂犬病予防委員・班長合同会議
　平成2７年₇月24日（金）午後₃時15分から、さいたま市「さいたま商工会議所会館」において次の事項を協議

した。

₁　会長挨拶

　�　集合狂犬病予防接種は、近年、減少傾向にあるが、埼玉県獣医師会が市町村から委託されて実施してい

るもので、県民からは安心で安全な予防接種として信頼されている。集合注射の体制を維持していくこと

が行政との関係や接種率の向上などの点において必要と考えている。

　�　少子高齢化の影響で、獣医師の職域が狭くなることが予想されているが、新たに獣医師を目指す方々が

夢と希望を持って社会に参加できるように努力していきたい。

　�　また、我々の仕事は行政機関や議員など、多くの関係者に支援されている。総会には、これらの方々を

招いているので、積極的に参加して交流を深めていただきたい。

₂　協議事項

　⑴　平成2７年度集合狂犬病予防注射実施結果について

　　�　実施者数334名、注射頭数9６,８9８頭（前年比　91.６4％）であることが報告され、各実施班の注射頭数お

よびワクチンの使用量等を確認した。

　　�　また、予防注射実施に伴う資材処理費や会場協力費等の費用について各実施班への送金額が承認され

るとともに、注射事故₅件が報告され意見交換が行われた。

　⑵　マイナンバー制について

　　　顧問税理士の間嶋順一先生から、今年の10月から導入されるマイナンバー制度について説明を受けた。

新聞紙上で狂犬病予防注射の徹底を啓発
　本会では犬の集合狂犬病予防注射の実施を控えた３月、新聞紙上に於いて県民への意識啓発を行ったとこ

ろですが、更にその徹底を図るため、この度、次のとおり啓発記事を掲載しました。

埼玉新聞　　₈月₅日掲載
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予　　告

北支部長　大橋　邦啓

　北支部では、10月₄日（日）に麻布大学外科学第一研究室の藤井洋子先生をお招きして学術講習会を開催い
たします。「こんな心電図に要注意！～症例から見る心電図の読み方～」と題しまして、講義していただくこ
とになりました。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　　平成２７年10月₄日（日）
　　　　　　13：30～1７：00

場　　所　　熊谷文化創造館　さくらめいと
　　　　　　熊谷市拾六間111-1
　　　　　　TEL　04８－532－0002

演　　題　　「こんな心電図に要注意！～症例から見る心電図の読み方～」

講　　師　　麻布大学外科学第一研究室　藤井洋子先生

参 加 費　　埼玉県獣医師会会員　　　　無料
　　　　　　会員以外の受講者　　　3,000円

北支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₂（１））

北支部・しゃくなげ会埼玉県支部合同学術研修会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　産₂（１）⑧）

埼玉県獣医師会北支部長　大橋　邦啓
しゃくなげ会埼玉県支部長　柿沼　清市

　北支部・しゃくなげ会埼玉県支部では、酪農学園大学獣医学群獣医学類生産動物内科学₁ユニット准教授
大塚浩通先生をお招きし、合同学術研修会を開催いたします。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　　平成２７年10月16日（金）
　　　　　　14：30～1６：30（動物慰霊祭（13：30～）終了後）

場　　所　　埼玉県熊谷家畜保健衛生所　講堂
　　　　　　熊谷市円光1-８-30
　　　　　　TEL　04８－521－12７4

演　　題　　「子牛の免疫についてⅡ　（離乳～育成期）」

講　　師　　酪農学園大学
　　　　　　獣医学群獣医学類生産動物内科学₁ユニット准教授　大塚浩通先生

参 加 費　　埼玉県獣医師会・しゃくなげ会会員　無料　
　　　　　　上記会員以外　　　　　　　　　　3,000円
※獣医師のみの参加に限らせていただきます。
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南第一支部長　田中　　裕
南第二支部長　長澤　泰保

　南第一・第二支部では、11月₃日（火・祝）に合同学術講習会を開催します。
　講師の先生は、日本小動物医療センター　総合診療科・消化器科の中島亘先生をお招き致します。テーマ
は「難治性の下痢・嘔吐の診断・治療・予後⑴」です。多くの先生方のご参加をお待ちしています。

日　　時　　平成２７年11月₃日（火・祝）
　　　　　　14：00～1７：30

場　　所　　川口総合文化センター「リリア」
　　　　　　川口市川口3－1－1
　　　　　　TEL　04８-25８-2000

演　　題　　「難治性の下痢・嘔吐の診断・治療・予後⑴」

講　　師　　日本小動物医療センター　中島　亘先生

参 加 費　　埼玉県獣医師会会員　　　　無料
　　　　　　会員以外の受講者　　　5,000円
＊��「難治性の下痢・嘔吐の診断・治療⑵」は、会報平成27年度埼玉県獣医師会学術広報誌上にて平成28年₃月
21日開催予定となっておりましたが、講師の都合により平成28年₇月24日（日）に変更となります。

南第一支部・南第二支部合同学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₂（₄）・小₃（₇））

東支部長　八木　賢裕

　東支部では11月₈日（日）日本大学�生物資源科学部�獣医学科�准教授　坂井　学先生をお招きして「肝・胆・
膵の診断と治療」と題し学術講習会を開催いたします。診療の中でも多く遭遇する消化器疾患ですが、血液
化学検査の解釈の仕方、臨床症状の有無や画像診断など総合的に組み合わせて治療対象なのか否の判断方法
を講演していただきます。できるだけ多くの症例を含めてご講演いただく予定です。先生方のご参加をお待
ちしています。

日　　時　　平成２７年11月₈日（日）
　　　　　　14：30～1８：00頃（受付14：00～）
　　　　　　※講演内容、休み時間などで多少前後いたします。
場　　所　　越谷サンシティ
　　　　　　越谷市南越谷1-2８７６-1　
　　　　　　TEL　04８-9８5-1111

演　　題　　「肝・胆・膵の診断と治療」

講　　師　　日本大学�生物資源科学部�獣医学科�准教授�坂井　学先生

参 加 費　　埼玉県獣医師会会員　1,000円（シラバス代、飲み物代含む）
　　　　　　会員以外の受講者　　5,000円（シラバス代、飲み物代含む）

東支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₂（１）・小₂（₄））

越谷サンシティ
　ホール

至春日部

南越谷駅

至草加 至草加

至春日部
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広告

　昨年、埼玉県獣医師会に入会させていただきました、池嶋佳代子と申します。
　2006年に麻布大学を卒業、東京都の動物病院・埼玉県内の夜間救急病院にて
貴重な経験を積ませていただいた後、2014年₃月にさいたま市にてイーリス
ペットクリニックを開院しました。
　幼少時から常に動物に囲まれた生活を過ごし、物心がつく頃には将来自分は
獣医になるのだと自然と心に決めておりました。
　当初、家族からは大変な仕事だからと大反対され、獣医になる夢を何度も挫
折しそうになりましたが、最終的には家族や周囲からたくさんの支えをうけ開
業という夢を叶えることができました。
　獣医師会に入会し当初は不安なことばかりでしたが、さいたま市支部の先生
方は温かく迎え入れてくださり本当にありがたく思っております。
　開院して間もないため今は自分の仕事で手一杯の状態ですが、ゆくゆくはも
う一つの夢である結婚や出産などで職を離れた女性の職場復帰のサポートやス
キルアップなどを手助けできる活動を、積極的に行っていけたらと考えており
ます。

　未熟者ですが、今後は先生方の固い結束の輪の中でこれからの獣医師会の発展のために微力ながらお役に
たてるよう努力して参ります。
　皆様方にはこれからもご迷惑おかけすること多々あるかと思いますが、今後ともご指導ご助言の程よろし
くお願いいたします。

埼玉県獣医師会に入会して
新入会員の抱負

さいたま市支部　池嶋　佳代子
（イーリスペットクリニック）

ひ　ろ　ば

親以上に厳しくも優しい、親愛
なる姉とともに（中央が筆者）
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　南第一支部・南第二支部では、₇月19日（日）埼玉会館において合同学術講習会を開催いたしました。今回
は、日本獣医生命科学大学　獣医放射線学研究教室　藤田道郎　先生（教授・獣医学博士）をお招きし、小動
物呼吸器病学－下部呼吸器編－というテーマでご講演いただきました。
　講演内容は、ミニチュア・ダックスフントに好発する気管支拡張症（気管支軟化症）・犬の慢性気管支炎・
気管支拡張症・肺気腫・猫喘息・慢性閉そく性肺疾患について、大学病院ならではのCT検査および気管支
鏡検査による確定診断のありかたや、それぞれの診断・治療・予後について症例を交えながら解説していた
だきました。
　最後に、「他の部位と異なり呼吸器は検査が難しい部位であるため、日常診療では、だからどこに異常があ
るとこんな呼吸？、どうしてこの呼吸になるの？などを、考えながら治療を行ってください。」と教えていた
だきました。
　藤田先生には貴重なお時間を頂戴し、大変わかりやすい講演をいただきまして、感謝いたします。また、
お忙しい中、大変多くの先生方にお集まりいただきありがとうございました。
　次回の学術講習会は、11月₃日（祝・火）日本小動物医療センターの中島　亘先生にお願いしております。
今回同様多くの先生方の参加をお待ちしております。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南第一支部 南第二支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

54名 5名 1８名 10名 3名 0名 11名 5名 2名

南第一支部・南第二支部合同学術講習会開催報告
南第一支部長　　田中　　裕
南第二支部長　　長澤　泰保

広告
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　ボウリング同好会の親睦大会が、₈月₂日（日）午後₄時からスポルト浦和国際ボウルにて開催されまし
た。猛暑の最中、精鋭選手12名が集合しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スクラッチ　　ハンディ　合計
　　　　　優 勝　　小林　奈央さん（さいたま市支部）　　　�3７７点　　　240点　　６1７点
　　　　　準 優 勝　　斎藤　和也さん（さいたま市支部）　�　　６05　　　　　0　　　６05
　　　　　₃ 位　　岸田　祐子さん（アスコ）　　　　　　　�3６0　　　　210　　　5７0

　　　　　ハイゲーム　　男子　滝沢　直樹さん（さいたま市支部）　　　　　　224点
　　　　　　　　　　　　女子���布川香奈江さん（南第一支部）　　　　　　　　193点

　そして優勝賞品は家族で楽しめる選べるグルメギフトセッ
ト、₂位は熱帯夜に持ってこいの冷え枕と冷風機、₃位は電
子レンジできる魔法の焼き芋鍋でした。その他、全選手が順
位賞と参加賞をいただきました。
　大会に協賛していただきました　㈱アスコ、森久保薬品㈱、
アクティ㈱、各社に御礼申し上げます。

　次回は、11月の日曜日に開催予定しています。みなさん、
参加してください。

第２５回 県獣ボウリング同好会親睦大会 結果報告
県獣ボウリング同好会事務局　斎藤　和也

左から　₃位　岸田祐子さん、優勝 小林奈央さん、
　　　　₂位　斎藤和也さん

広告
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お 知 ら せ

　動物の健康を支える獣医師の役割とその活動の実情や多様性を、広く国民の皆様に普及・啓発するため、

日本獣医師会が主催して秋の市民参加型イベントとして「動物感謝デー」が下記のとおり開催されます。埼

玉県獣医師会も出展いたしますので、多くの皆様のご参加をお待ち申し上げます。

₁　日　時　　平成2７年10月₃日（土）　午前10時～午後₅時

₂　会　場　　東京都立駒沢オリンピック公園　中央広場

　　　　　　　　東急田園都市線「駒沢大学駅」下車　徒歩15分　

₃　テーマ　　「動物と人の健康は一つ。そして、それは地球の願い。」

₄　本県からの出展内容

　⑴　農場管理獣医師協会の活動状況の紹介

　　　安全・安心な牛肉の生産に向け、「食肉生産情報認証システム事業」に取り組む会員獣医師の活動

　　　◦パソコンを活用した牛肉の生産履歴情報検索の実演

　　　◦パネル等によるシステムの紹介

　⑵　安全・安心な埼玉のブランド畜産物の紹介と試食・販売

　　�　農場管理獣医師の指導により飼料管理、衛生管理を徹底して生産された旨みたっぷりの牛肉「彩さい

牛」の試食・販売

　⑶　埼玉の特産農産物（狭山茶）の紹介と試飲・販売

日本獣医師会主催
「２０１５動物感謝デー in JAPAN」への出展について

広告
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「家庭犬のがん予防試験プロジェクト」について
　岐阜大学客員教授の小林孝之先生（北支部）から、岐阜大学臨床病態学（腫瘍学）の丸尾幸嗣教授が計画

されている家庭犬のがん予防試験への“ご参加のお願い”について、開業部会の会員にお知らせしたいとの

依頼がありましたので、ここに掲載いたします。

2015年₆月30日
伴侶動物臨床医の先生へ

がん予防試験へご参加のお願い

岐阜大学比較がんセンター　センター長　丸尾幸嗣

　岐阜大学応用生物科学部附属比較がんセンターは、「家庭犬のがん予防試験プロジェクト」を立ち上げ、
家庭犬を用いてがん予防効果を臨床介入試験により検証を行います。これは世界初の試みで、わが国の
伴侶動物臨床医を総動員しなければ実施できない画期的プロジェクトです。

▶試験の概要
　ゴールデンレトリバーは雌雄ともに₅～₆歳を過ぎるとがんの発生が顕著に高くなります。そこで、
ゴールデンレトリバー（雌雄・₅～₆歳）に対して、基礎研究により抗がん活性の認められたファイト
ケミカル（緑茶およびローズマリーエキス）を添加したドッグフードを与え、試験期間内（₃年間を想
定）での経過を観察します。試験は₂重盲検無作為化試験により実施します。
　試験に関しての安全性につきましては、医薬品の臨床試験と同等の安全性を保って行われます。年に
₂回の定期的健康診断を実施し、家庭犬の健康管理を第一とした試験を行います。

▶研究を行う背景
　犬も人間と同じく第一位の死因はがんです。そのがんを予防し、１頭でも多くの犬の命を救いたい。
そういった想いから当研究は始まりました。
　また、予防研究につきましても、経営的な視点から民間企業が着手しにくい分野になるため、国立大
学としての岐阜大学が当分野を牽引していきたいと考えております。病院では₁頭₁頭の命を個別に救
うことは可能です。しかし、予防研究を進めることで、より多くの命を救えるよう研究を進めていきた
いと考えております。

◎　問い合わせ先
　�　「家庭犬のがん予防試験プロジェクト」に興味のある先生、参加したいと考えられている先生は、
まず《家庭犬のがんを減らす研究会》にご登録いただきます。下記までE-メールにて「氏名」、「動
物病院名」、「電話番号」、「メールアドレス」をお知らせください。試験の詳細な内容についてご連絡
いたします。

　　　　　窓口担当：岐阜大学比較がんセンター�事務補佐員　坂井田�明美
��������������　　　　　�E-mail�:��sakaidaa@�gifu-u.ac.jp
���������������　　　　　〒501-1193　岐阜市柳戸１–１　電話�&�FAX�:�　05８-293-2８８4
　　
　　また、不明の点は下記までお問い合わせください。
　　　　　岐阜大学比較がんセンター　丸尾�幸嗣　E-mail�:��kmaruo@�gifu-u.ac.jp
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切り抜きニュース

ピーちゃんは命の先生
優しい言葉掛け「子供も救える」

　少年は小学校₄年の春、ペットショップでヒヨ
コを買った。「ピーちゃん」と名付けたヒヨコは
どんどん大きくなり、約₃カ月後には、少年が通っ
ていた小学校の鳥小屋に引っ越した。₃年と₄カ
月の間、ずっと面倒を見てきた少年はこの春から
中学生になった。今も母校の鳥小屋に通い、ピー
ちゃんの世話を続けている。小さな命を思うとき、
岩手県でいじめを苦に自殺したとみられる、中学
生２年の男子生徒にも心を寄せる。「優しい言葉
を掛けていたら救えた」と。

　少年は、川口市立芝西中学校₁年の永堀海瑠（か
い）さん。同市立芝富士小学校₄年だった2012年
₃月、市内のペットショップで買ったピーちゃん
は、あっという間に大きくなった。ただ部屋の畳
の上にふんをするのが悩みの種。困った彼は小学
校の鳥小屋に目を留めた。校庭の片隅にあった鳥
小屋は長く使われないままになっていた。
　その年の₆月のこと。「昼休みに永堀さんが突
然『相談したいことがある』と校長室にやって来
たんです」と大沢正則校長（59）は振り返る。
■約束
　「うちのニワトリを校庭の鳥小屋に入れてほし
い」と永堀さんは切り出した。大沢校長が「あな
たがこの先、責任を持って面倒を見ると約束でき
ますか」と尋ねると「はい、できます」ときっぱり。
　「では考えてみましょう」と大沢校長は言った
が、腹は決まっていた。放課後、男性校務員と₂
人で鳥小屋を掃除した。₁週間後、大沢校長が「許
可」を伝えると、永堀さんは途端に笑顔になった。
　永堀さんは毎朝、早めに登校して鳥小屋を掃除
した。ピーちゃんは、小屋の前に生えた雑草やバッ
タを食べた。大雪の時は雪を食べた。時々、自宅
に里帰りする。胸に抱えて自転車で走る間、ピー
ちゃんは腕の中でじっとしている。
　夏は「暑かったかい？」冬は「寒かったかい？」
と声を掛ける。「おいで」と言うと近寄ってくる。
「じっと僕の目を見て、首をかしげる。言葉が通

愛犬と旅行　トラブルなく
ペット同伴しない客へ配慮

　この夏、愛犬と旅行に出かける人も多いので
は。犬と宿泊できる施設は増えているが、トラブ
ルも起きている。事前にしっかり計画を立て、楽
しい旅行にしたい。
　ペットと泊まれる全国の施設の情報サイトを運
営する「ぐらんぱう」（神奈川）によると、施設の掲
載件数は、1999年は約170件だったが、現在は約
800件に増えた。「ペット可」の部屋を新たに設ける
施設も多く、掲載件数は年間50～60件ずつ増えて
いるという。
　同社広報担当の藤野貴子さんは「家族の一員と

永
堀
さ
ん
と
ピ
ー
ち
ゃ
ん
＝
川
口
市
立

芝
富
士
小
学
校
の
鳥
小
屋

じているんです」
■守る
　「ピーちゃんは、僕が毎日来ているから寂しく
ないと思う」と話す永堀さん。小さな命を守って
いるという気持ちがあるせいだろうか、岩手県矢
巾町で中学₂年の男子生徒が列車に飛び込んで自
殺したニュースは無関心でいられない。男子生徒
はいじめに遭っていることを担任の教師などに訴
えていたという。
　永堀さんはこう話す。「自殺した彼が出してい
たＳＯＳを先生たちが無視したようになってしまっ
たことをニュースで知った。僕がピーちゃんにし
ているように、先生たちが優しい言葉を彼に掛け
ていたら、彼を救えたと思う」
　永堀さんの将来の夢は「動物の命を守る仕事」だ。

� （岸鉄夫）
平成2７年₇月28日　埼玉新聞
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室内にドッグランを備えたホテルもある
（静岡県伊東市の「ウブドの森　伊豆高原」で、同ホテル提供）

して犬を連れていく人が増えた」と話す。ドッグ
ラン、犬用プール、美容室などを備えた施設も多
く、飼い主にはうれしいプランがそろう。
　一方で、トラブルも起きている。一番多いのが、
ペットの排せつを巡るトラブルだ。
　チワワを飼う東京都港区の女性（58）は数年前、
宿泊した部屋を愛犬の排せつ物で汚してしまっ
た。この犬は自宅では、室内向けの「ペットシーツ」
の上で排せつができていたという。
　しつけができていても、環境の変化で粗相をす
ることもある。使い慣れたペットシーツやゴミ袋
などを多めに持参し、汚してしまったらすぐに施
設側に報告する。心配な場合は、市販の犬用おむ
つなどを利用するのも一つの策だ。
　ほかにも「犬がほえても注意しない」といったト
ラブルも目立つ。飼い主の心がけ次第で防げる
ケースが多い。藤野さんは「旅行は開放的な気分
になりがちだが、ペットを同伴しない宿泊客もい
ることに十分配慮を」と話す。
　犬を怖いと思う人や犬の毛にアレルギーを持つ
人もいる。愛犬から目を離さず、施設の共用スペー
スではリードを付けたりケージに入れたりするこ
と、旅行前に愛犬にシャンプーをして清潔にして
おくことなどは、飼い主としてのマナーだ。
　公益社団法人「日本愛玩動物協会」（東京）広報担
当の山崎千寿さんは「ペットとの旅行は、事前に
プランをしっかり考えて」と強調する。猫が泊ま
れる宿もあるが、一般的に猫は縄張りを持つ習性
があり、旅行にはあまり向かないという。
　移動手段が、電車や飛行機などの公共交通機関
の場合、各会社によって利用条件が異なる。ペッ
トを持ち込めないこともあるので、事前に問い合
わせておくことが必要だ。
　自家用車の場合は、宿泊先までの休憩場所をあ
らかじめ決めておくといい。ドッグランがある高
速道路のサービスエリアや、ドッグカフェなどを
調べる。
　車内では、犬をケージに入れておく。運転者の
足元に入り込むなどすると、運転の妨げになって
事故につながりかねない。
　山崎さんは「犬を旅行に連れて行きたいなら、
普段からケージに入れたり、車で外出したりし
て、自宅と違う雰囲気に慣れさせるといい」と助
言する。

　しつけができていなかったり、旅行のストレス
が心配だったりする場合は、ペット専用ホテルに
預けることなども検討する。

平成2７年₇月30日　読売新聞
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
₄月
₅月

₆月14日㈰
北支部
「麻酔モニタリングを読む」
山口大学　井芹　俊恵　先生
（熊谷市　熊谷市立商工会館）

₆月14日㈰

東支部
「とにかく尿検査、尿検査、尿検査！
　腎性蛋白尿を軽んじてはならない！」
日本獣医生命科学大学　竹村　直行　先生
（越谷市　越谷サンシティ）

₆月19日㈮
　～21日㈰

第90回日本獣医麻酔外科学会／第102回日本獣医循環器学会／第5７回日本獣医画像診断学会
2015春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₇月₅日㈰

東支部
「皮膚科診療でペットオーナーの心をつかむ
～継続診療につながるインフォームド・コ
ンセントをしていますか～」
犬と猫の皮膚科　村山　信雄　先生
（越谷市　越谷サンシティ）

₇月19日㈰

南第一支部・南第二支部
「動画から学ぶ！犬および猫の下部呼吸器
疾患について」
日本獣医生命科学大学　藤田　道郎　先生
（さいたま市　埼玉会館）

₈月

₉月13日㈰ 平成2７年度　関東・東京合同地区獣医師大会（横浜）獣医学術関東・東京合同地区学会
（神奈川県横浜市　パシフィコ横浜）

10月₄日㈰

北支部
「こんな心電図に要注意！～症例から見る
心電図の読み方～」
麻布大学　藤井　洋子　先生
（熊谷市　熊谷文化創造館さくらめいと）

10月1６日㈮

北支部
「子牛の免疫についてⅡ（離
乳～育成期）」
酪農学園大学　大塚　浩通��先生
（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）

11月₃日
（火・祝）

南第一支部・南第二支部
「難治性の下痢・嘔吐の診断・治療・予後（1）」
日本小動物医療センター　中島　亘　先生
（川口市　川口総合文化センター）

11月₈日㈰
東支部
「肝・胆・膵の診断と治療」
日本大学　坂井　学　先生
（越谷市　越谷サンシティ）

11月29日㈰
西支部
「下痢・嘔吐の診療　（前半�下痢の診療）」
日本小動物医療センター　中島　亘　先生
（川越市　川越南文化会館）

12月
農林支部
平成2７年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

平成2８年
₁月1７日㈰

さいたま市支部
「演題：未定」
講師　未定
（場所　未定）

₁月24日㈰
西支部
「下痢・嘔吐の診療　（後半�嘔吐の診療）」
日本小動物医療センター　中島　亘　先生
（川越市　川越南文化会館）

₂月 農林支部
　関東甲信越家保業績発表会

衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₂月2６日㈮
　～2８日㈰

平成2７年度��日本獣医師会獣医学術学会年次大会（秋田）
（秋田キャッスルホテル、秋田アトリオン、にぎわい交流館AU）

平成２７年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成2７年₈月20日現在）
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₇月22日　埼玉県狂犬病予防協会第50回定期総会

（さいたま市　さいたま商工会議所会

館）

₇月24日　平成2７年度役員・委員合同会議（さい

たま市　さいたま商工会議所会館）

７月24日　第₃回理事会（さいたま市　さいたま

商工会議所会館）

₇月24日　第₁回狂犬病予防委員・班長合同会議

　　　　　（さいたま市　さいたま商工会議所会館）

₇月2６日　平成2７年度第₂回関東・東京合同地区

獣医師会理事会・幹事会（横浜市　メ

ルパルク横浜）

₈月₂日　北支部研修会および埼玉県八日会解散

の集い（深谷市　埼玉グランドホテル

深谷）

₉月₄日　畜産フェア2015（仮称）実行委員会（さ

いたま市　プリムロース有朋）

₉月₄日　平成27年度第１回畜産懇話会（さいた

ま市　プリムロース有朋）

₉月10日　（予定）日本獣医師会�第₄回理事会（東

京都港区　明治記念館）

₉月13日　平成2７年度関東・東京合同地区獣医師

大会（横浜）、獣医学術関東・東京合

同地区学会（神奈川県横浜市　パシ

フィコ横浜）

₉月2７日　第3８回埼玉県獣医師会ソフトボール大

会（吉見町　吉見総合運動公園）

10月₂日　日本獣医師会全国獣医師会会長会議

（東京都港区　明治記念館）

10月₃日　日本獣医師会主催2015動物感謝デーin�

JAPAN（東京都世田谷区　都立駒場

オリンピック公園）

10月₄日　北支部学術講習会（熊谷市　さくらめ

いと）

10月1６日　北支部・しゃくなげ会埼玉県支部合同

学術研修会（熊谷市　埼玉県熊谷家畜

保健衛生所）

10月24日　彩の国さいたま動物愛護フェスティバ

ル2015（深谷市　深谷市総合体育館）

11月₃日　南第一支部・南第二支部合同学術講習

会（川口市　川口総合文化センター）

11月₆日　（予定）日本獣医師会・日本医師会合

同シンポジウム（東京都文京区　日本

医師会館）

11月₈日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン

シティ）

11月2８日　（予定）畜産フェア2015（仮称）（熊谷

市　埼玉県農業大学校）

11月29日　西支部学術講習会（川越市　川越南文

化会館）

12月11日　（予定）日本獣医師会　第₅回理事会

（東京都港区　日本獣医師会）

平成2８年

１月1７日　さいたま市支部学術講習会（場所　未

定）

₁月24日　西支部学術講習会（川越市　川越南文

化会館）

₂月₇日　関東・東京合同地区獣医師会理事会（横

浜市　ホテルニューグランド横浜）

₂月2６日～2８日　平成2７年度日本獣医師会獣医学

術学会年次大会（秋田）（秋田県秋田

市　秋田キャッスルホテルほか）

事　務　局　メ　モ

ホームページ会員専用ページ　入室は　URL��http://www.saitama-vma.org/
ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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編　集　後　記
　記録的な猛暑の夏も、熱い甲子園の閉会
とともに、朝夕には秋の気配を感ずる頃と
なりました。この猛暑は日本だけのことで
はなく、アメリカ海洋大気局（NＯAA）に
よると、₇月の世界各地の平均気温は観測
の始まった1880年以来最高気温（1６.６1℃）
を記録したそうです。これまでの最高気温
を記録した1998年を0.８1℃上回ったそうで
す。この状況を詳細に認識し、現在および
未来の人類にとって適切な適応方法を模索
することが求められます。
　日本の夏・₈月は、広島・長崎の平和宣
言や終戦記念の日があります。原子力、平
和や戦争を考える時でもあります。毎年の
被爆地の市長さんの平和宣言は、世界中の
市民の心に響くメッセージです。広島市長
は核兵器を『非人道性の極み』、『絶対悪』
と歯切れよく非難し、その廃絶を世界に向
けて訴えました。長崎市長は、『国の安全
保障を核抑止力に頼らない方法』を訴えま
した。我が国は、大東亜戦争（太平洋戦争）
敗戦の反省から、国際紛争を解決する手段
としての武力による威嚇や武力行使を放棄
した上で、『国の交戦権』を否認していま
す（憲法第₉条）。戦争の惨禍が時と共に
薄れ、現在の憲法制定当時の『もう、戦争
は二度と嫌だ』という多くの国民が抱いた
思いも、最近における近隣諸国による覇権
の驚異や遠隔操作による血の見えない戦争
の映像などから、現在の国民の意志は『武
力行使やむなし』という気分になっている
のでしょうか。
　₈月15日を『敗戦の日』と思う人と、『終
戦の日』と感じる人がいます。戦後生まれ
の筆者や下級将校として従軍した父などの
戦争当事者の多くは、我が国はポツダム宣
言を受諾して敗戦を認めたのだから『敗戦
の日』と認識するのが当たり前と考えてい
ました。そのことを恩師にお話したところ、

『○○さんよ、当時中学生だった俺なんか、
戰爭で生活は窮乏するし、親父は兵隊に取
られているし、大変だったから、ああ、こ
れで終わったんだ。これで親父も帰ってく
るし、負けたというより、ほっとした、そ
れが実感だった。だから、終戦の日だな』
と述懐されました。敗戦を終戦と言い換え
るのは現実を直視しない日本人の『癖』と
思っていましたが、召集された多くの兵隊
やその家族である人々にとって、苦しい戦
争が終わったという安堵感が率直な感じ方
であり、『終戦の日』と呼ぶことこそが現
実の姿であったと改めて思い知らされまし
た。
　NHKの番組で、米軍パイロットとして
本土爆撃に従軍した兵士を祖父に持つ日本
人の女子学生のルポルタージュがあり、祖
父に『戦争とは』との問いかけがありまし
た。祖父は『規模の大きな人の殺し合い』
と悲痛な面持ちで孫を抱きしめながら答え
ていました。
　核兵器が『絶対悪』であるのと同様に、
戦争そのものは、『非人道性の極みであり、
絶対悪』と言わねばなりません。私たち獣
医師の使命は、動物の生命が輝ける一生を
過ごすことができるシステムを構築するこ
とです。ヒトや動物の健康を守るというこ
とは、個人の力では及ばないことがたくさ
んあります。動物の輝ける一生を担保する
ことは、その動物を取り巻く人々の健康を
担保することとなり、社会全体の平和が成
し遂げられることこそが健康の基本といえ
ましょう。
　７0年目の終戦記念の日を迎え、平和の尊さ
と平和を維持することの意義を考えながら、
会報６22号をお届けします。寒暖の差や気
圧の変化が目まぐるしい季節の変わり目で
すので会員ならびにご家族の皆様には、ご
自愛専一をお願い致します。� （初雁）
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